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新型コロナウイルスの感染状況が依然深刻な中、乳幼児（生後 6カ月～4歳）のワクチン

接種が進んでいない。新潟大の斎藤昭彦教授（小児感染症学）は、オミクロン株の流行後

から乳幼児の重症例や死亡例が増えているとして、3回接種する重要性を指摘する。 

 斎藤教授によると、オミクロン株の感染拡大後、特徴的なせきが出る「クループ症候

群」や熱性けいれんで入院する子どもが全国で増えている。基礎疾患がなくても重症化

し、ウイルスが頭部に入って脳症になったり、心臓の筋肉に入り込んで心筋炎を引き起こ

したりして命を落とす子どもも相次いでいるという。 

 国立感染症研究所（東京）による小児の死亡例の分析では、全体の 4分の 3にあたる

19例が発症から 1週間以内に亡くなっていた。斎藤教授は「重症化のループに入るとな

かなか助けられない」と警鐘を鳴らし、自身の印象として「重症になる子どものほとんど

がワクチンを接種していない」とする。 

 一方で、ワクチンを 3回接種すれば、大人の 2回接種後と「ほぼ同じ抗体を得られる」

と指摘。「接種しても感染して発症することはあるが、重症化や入院を防げる点で重要

だ」と意義を強調する。日本小児科学会も、基礎疾患の有無にかかわらず「推奨する」と

の考え方を示している。 

 新潟市では 11月から乳幼児の個別接種が本格的に始まった。ただ、接種率は今月 27日

時点で 1回目が 1・7%、2回目は 0・9%にとどまる。他の自治体も同様に低調という。 

 これを受け、市や新潟県は医師会などと連携し、集団接種を行うことにした。1回目は

来月 8、9日で、会場は新潟市中央区女池南 1丁目の桜木ショッピングセンター。県内に

住民票がある乳幼児が対象で、専用コールセンター（025・250・0707、午前 8時半～午後

6時。来月 3日まで休業）で予約する必要がある。新潟市民はインターネットでも予約で

きる。（茂木克信） 

 

 


